
 

 

  

  

  

  

  

  

  

板東敬治が伝える市政報告

2006年8月1日号

　

自治体の破産を考える

６月２０日、夕張市では自治体の倒産にあたる「財政再建団体」への移行を表明しました。単年度の
収支は

 黒字でしたが倒産をしたことから、財政情報を操作していたことも明るみにでました。
 本市は、昭和６０年頃は赤字日本一と言われておりましたが、財政の健全化を目指し、議会のチェッ

クのもと
 行財政改革に取り組んでいます。この機会に寝屋川市の財政についてご報告いたします。

  
■財政再建団体とは・・・

 実質収支の赤字比率が、標準財政規模に比べ２０％以上の状態である自治体（市町村の場合）のこ
と。

 

　※実質収支…過去からの累積収支で、翌年度へ繰り越す財源を引いた額。
 　※標準財政規模…通常の状態で入ってくるであろうと想定される経常的な一

般財源。
 　

再生の見込みのある企業が事実上の倒産後に、会社更生法の適用を受けて再生を図るケースに似て
 

います。
 

 

■どのような対応がとられるのか
 

　　国や都道府県の主導で大胆な歳出入改革
 

　　予算も市自ら組むことはできない
 

 

　　　　　　　　　↓
 

 

　　職員削減、公共料金のアップ
 

　　国基準を上回る行政サービスのカット
 

 

 

寝屋川市の財政をチェック

「集中改革プラン」をはじめ、行財政改革は現在進行形で取り組んでいます。ゴールはなく、絶えず
その努力を続けなければなりません。本市の財政状況を表す指標を一つの目安としてご報告いたしま
す。
  

①財政力を示す「財政力指数」・・・１に近い、あるいはそれを越えるほど財源に余裕がある指標。

　

寝屋川市
 

類似団体平均
 

全国平均
 

大阪府平均

０．６８
 

０．８０
 

０．４７
 

０．８０

 
②財政構造の弾力性を示す「経常収支比率」…人件費、扶助費、公債費、物件費、維持補修費、補助
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費の
    義 務的な経常経費に、経常的な収入である一般財源がどの程度使われているかを見る数字。

    低い数字ほど、自由に使えるお金がある。

　

寝屋川市
 

類似団体平均
 

全国平均
 

大阪府平均

９６．８％
 

８９．７％
 

９０．５％
 

９９．４％

 
③公債費負担の健全度を示す「起債制限比率」…

 　 自治体の借金である地方債の元利償還の負担程度を示す。

　

寝屋川市
 

類似団体平均
 

全国平均
 

大阪府平均

　８．５％
 

１０．２％
 

１１．２％
 

１２．４％

 
④将来負担の健全度を示す「人口一人当たりの地方債現在高」…本市では、地方債の発行は元金償還
額の
 　  ２分の１以内を原則に抑制しています。

　

寝屋川市
 

類似団体平均
 

全国平均
 

大阪府平均

２５万９０６８

円
 
３１万７３６６

円
 
４６万６１０９

円
 
５５万４７５１

円

 
⑤国との比較による給与水準を示す「ラスパイレス指数」…国家公務員の給与を１００として比較し
た数字。

 　 一概には言えませんが、小さい自治体ほど低くなっています。

　

寝屋川市
 

類似団体平均
 

全国平均
 

大阪府平均

９８．３％
 

９９．０％
 

９７．６％
 

１０１．４％（大阪市

を除）

 
⑥定員管理の適正度を示す「人口１０００人当たりの職員数」

 　 市独自の事業を行っているかどうかも吟味する必要があります。

　

寝屋川市
 

類似団体平均
 

全国平均
 

大阪府平均

６．８７人
 

６．６２人
 

８．１２人
 

８．４３人

※ここで使用している数字は、平成１６年度決算による数字です 
 

　

　※類似団体とは・・・比較する際に使われる同じ規模・構造の自治体のこと

で、人口と
 

　　 産業構造を基準として都市では３０種類に分けられている

 

 

AEDを用いた応急手当の講習を受けて

 

◆ＡＥＤとは…
 



 

傷病者の心臓リズムをコンピューターによって調べ、除細動（電気ショック）が必要かどうかを自動

的に決定
 

 します。（必要がないと判断されると、機械は動きません）
 

除細動が必要と判断された時、実施方法を音声メッセージで具体的に知らされ、一般の人でも安全・

確実に
 

除細動ができる機械が「AED」です。
 

本市では、市役所・水道局・総合センター・市民体育館に設置しております。（各駅にもあります）
 

 

◆応急手当の重要性～死亡率での比較

・心肺停止後、約３分で５０％死亡
 

・呼吸停止後、約１０分で５０％死亡
 

・多量出血後、約３０分で５０％死亡
 

　

◆ＡＥＤを用いた除細動（電気ショック）の必要性
 

 

心筋梗塞などの心疾患で倒れた人の心臓は、心臓の筋肉がブルブル

と
 
震え、全身に血液を送り出すことができない状態になっています。

 
除細動を行うのが１分遅れると、７～１０％の割合で、生存退院率

が
 
下がってしまいます。救急車の到着時間は、平均６分なので、その

間何もしないと生存へのチャンスが半分以上失われるということに

なります。
 

　

◆人口呼吸・心臓マッサージも必要

 

AEDは心肺蘇生に大きく貢献する機械ですが、傷病者の傍に設置さ

れて
 

いるとは限りません。そこで、AEDが到着し、それを使用するまで

の間などに、人工呼吸・心臓マッサージが必要となります。
 

心臓が停止すると、４分以内に脳に障害が発生しますが、人工呼吸

や
 
心臓 マッサージは脳に発生する障害を遅らせることができます。

 
緊急時には、勇気を持った対応が迫られますが、その勇気の元は、

平素
 

から緊急時の対応を理解し、学んでおくことだと思います。
 

　

◆本来の目的は
 

 

愛知万博の開催中に、４人の方がAEDにより生命が救われたとの報道があり、一躍注目を浴びること

に
 
なりました。各自治体や不特定多数の方が集まる公共的な施設に設置が進んでいます。

 
しかし、本来の目的は、設置することではなく、資格を持たない一般市民でも、容易に除細動ができ

ることで
 

人命救助にあたることができるというものです。それには的確に利用できるだけの訓練が必要です。
 

AEDの設置以上に緊急時の対応の普及が大切だと改めて思います。
 

 



 

　

淀川の洪水
 

全国的に記録的な大雨で、都市洪水や土砂災害が発生していますが、淀川の洪水につ

いて存在する記録では、推古天皇９年から昭和２８年まで、１３５２年間に２５０

回、平均６，５年に１回の洪水があったとされています。
 

 

寝屋川市での堤防決壊は・・・
 

　○仁和寺切れ（１６７４年、延宝２

年）　　　　　　　　
 

　○点野・仁和寺切れ（１８０２年、享和

２年）
 

　○慶応４年（１８６８）の洪水
 

　○明治１８年の洪水
 

　

　淀川の水位
 

　　○昭和２８年９月２５日　６．

９７ｍ
 

　　○昭和３４年９月２７日　６．

６９m
 

　　○昭和３６年１０月２８日　

６．９５ｍ
 

　　○昭和４０年９月１７日　６．

６７ｍ

南総里見八犬伝の作者・滝沢馬琴が享和２年に江戸から東海道を経て京都に着いた時、「点野・仁和

寺の
 

水害」があり、その模様が見聞録に記されています。
 

　

 

 

  

Copyright 2002 BANDO KEIJI.,all rights reserved.

javascript:history.back()

